
第１学年１組 国語科学習指導案
指導者 教諭 秋山 裕子

本時の視点 一人一人が読み取ったことを生き生きと表現できる場の工夫

１ 単元名 こえにだしてよもう 「くじらぐも」

２ 単元の目標
○ 物語に興味をもち，場面の様子を想像したり，声にだして読んだりしながら楽しん

で読もうとしている。 （関心・意欲・態度）
○ 言葉や挿絵をもとにしながら場面を想像豊かに楽しんで読むことができる。

（読むこと）
○ くじらぐもへの手紙を書いたり，くじらぐもの続き話を想像して書いたりすること

ができる。 （書くこと）
○ 新しい漢字や片仮名を正しく読んだり，言葉の意味を知ったりすることができる。

（ 言葉についての知識・理解・技能）

３ 単元について
（１）教材観

この作品は，空に現れた「くじらぐも」と子どもたちとの心温まる交流を描いた
内容である。児童たちは，「くじらぐも」の内容設定が自分たちの生活と共通項が
多いため，自分たちの身近な日常生活の中から自然に空想の世界に入り，主人公の
くじらぐもや子どもたちと思いっきり空想の世界で遊ぶことができると考える。

本文には会話文や動きを示す言葉が多いので，読み取ったことを生かした音読や
動作化が行えると考える。そういう活動を通して，「くじらぐも」と子どもたちそ
して子どもたち同士の温かい心の触れ合いを十分に味わわせたい。また自分たちが
想像したことを友達と交流し合い想像の世界を広げていきたい。そしてこれらのこ
とを通して文字と挿絵を手がかりにして読むという「読むこと」の学習の本質に迫
っていきたい。

（２）児童観 （男子１８名 女子１０名 合計２８名）
本を読むことや読み聞かせが大好きな子どもたちである。４月から読書活動を行

っているが５０冊以上読んでいる児童が半数以上いる。音読は，毎日家庭学習とし
て行い，本文の暗唱にも取り組んでいる。４月当初１文字１文字たどり読みだった
数名の児童も少しずつではあるが，言葉のまとまりを考えて読めるようになったり，
はっきりとした発音で読めるようになってきたりしている。前単元の「おおきなか
ぶ」では，音読を中心にしながらの登場人物の気持ちを吹き出しに書いたり，グル
ープごとに簡単な劇をしたりしながら楽しく活動できた。しかし音読は楽しくでき
るのだが言葉から気持ちを想像し，そこから読み取ったことを考えながら音読する
ことはまだ十分ではない。発表に関しては，「まちがいはありがとう」を合言葉に
自分から発言することを大切にしてきた。発表に対して苦手意識のある児童も少し
ずつできるようになってきた。しかし他の友達の考えを聞く意識が弱い。発表と話
を聞くことは相互関係にあると考える。発表するときは，必ず友達の考えと比べて
いうことを意識づけている。

（３）指導観
本教材では，内容を読み取る時には，物語中のくじらぐもや子どもたちの行動や

会話そして挿絵を大切にしていきたい。行動を表す文では，「くじらは」「みんな
は」という主語に注目させながら内容を正しく読み取らせたい。「くじらも～しま
した。」という文型のくり返しでは，助詞の「～も」の使い方に着目させ，子ども
たちの様子を見て真似をするユーモラスなくじらぐもについて感じ取らせたい。ま
たくり返しによるリズミカルな調子を音読で表現したり動作化を取り入れたりしな
がら読みを深めていきたい。会話文では，誰が話した文なのかを確認し，物語の中
の子どもやくじらぐもになりきって吹き出しに気持ちを書いたり，友だちと発表し
あったりすることを通して，想像を膨らませながら楽しく読みを進めていきたい。

４ 指導計画（学習計画）（１１時間扱い）
主な学習内容 主な評価

１ 話のあらすじをつかみ，好きな場面やおもしろ ・想像を広げてお話を読もうとしている。
いとおもうところを発表する。② （関心・意欲・態度）

２ くもと子どもたちの出会いの様子を読み取る。 ・場面ごとに登場人物の様子や気持を想像して，
３ くもと子どもたちのやりとりの様子を読み取る イメージを豊かに膨らませながら読むことがで
４ くもに飛び乗ろうとする子どもたちとそれを応 きる。 （読むこと）

援するくもの様子を読み取る。（本時） ・場面ごとに言葉や文としてのまとまりや内容，
５ くもに乗って空を旅する子どもたちの様子や気 呼びかける声の大きさなどを考えながら声に出

持ちを想像して読み取る。 して読むことができる。 （読むこと）
６ くもと別れる時の様子を読み取る。 ・読み取ったことをもとにしてくじらぐもへ手紙
７ 今まで読みとったことをもとにしてくじらぐも を書くことができる。 （書くこと）

へ手紙を書く。 ・進んで話を想像し考えようとしている。
８ くじらぐもの続き話を想像豊かに書く。③ （関心・意欲・態度）



５ 本時の学習
（１）目標

くじらぐもに飛び乗ろうとする子どもたちとそれを応援するくじらぐもの様子や
くじらぐもの飛び乗った時の子どもたちの気持ちを想像し，生き生きと表現するこ
とができる。

（２）準備・資料
掲示用教材文，くじらぐもの絵，子どもたちの顔の絵，吹き出し黒板
ホワイトボード黒板

（３）展 開
学 習 活 動 指導上の留意点・評価

１ 前時の学習を振り返る。 ・ 前時の「男の子も女の子もはりきりました。」
という言葉や挿絵を提示し，雲に飛び乗ろうと
している子どもたちの今の「乗りたいなあ」と

２ 本時の学習課題を確認する。 いう気持ちを想起させたい。
・学習課題を確認する。

くじらぐもにとびのれたとき，
こどもたちは，どんなきもち
だったろう。

・学習場面を（ｐ８～ｐ９）確認す
る。（一斉読み）

３ くじらぐもと子どもたちの様子や
気持ちを読み取る。

（１）子どもたちとくじらぐもが言 ・ くじらぐもの会話文には赤線，子どもたちの
った言葉を見つけ発表する。 の会話文には青線を引き，主語をしっかりと区

別できるようにする。
・ 「手をつないで」，「まるいわになる」，「ジャ

ンプする」，「やっと三十センチぐらい」，「や
っと五十センチぐらい」の５つの言葉を確認す
ることとなぜそうしたのかそうなったのか理由

（２）子どもたちとくじらぐもが， を押さえたい。
したことを見つけ発表する。 ・ 今までは，子どもたちの言葉を繰り返してい

ただけのくじらぐもが自分の言葉で言っている
ことに気づかせくじらぐもの気持ちを想像させ
たい。

・ くじらぐもと子どもたちの気持ちの変化を顔
の表情の絵カードで表す。

（３）自分たちもくじらぐもに乗れ ・ くじらぐもと子どもたちの位置関係を押さえ
るように音読や動作化してみる。 る。同じせりふでも気持ちが違うことに気づか

せ，違いが音読に表れるよう支援する。
・ 三十センチ，五十センチを実際に視覚でとら

えさせたり動作化をしたりすることを通して，
くじらぐもに応援されながら頑張っている子ど
もたちの様子や気持ちを想像させる。

（４）くじらぐもに乗れたときの気 ・ 模造紙のくじらぐもを提示し，自分の人形を
持ちをワークシートに書く。 思い思いの場所にはることを通して，全員がく

じらぐもに乗れたというイメージをつかめるよ
うに支援する。

（５）発表しあう。 ・ うまく表現できない児童には，挿絵の表情を
ヒントにしながら短くてもよいから自分の言葉
で書いてみるように支援する。

○評 くじらぐもに乗った時の気持ちを想像
することができたか。

（ワークシート・発表・音読）

４ 本時のまとめをする。
・学習したことを思い浮かべながら ・ 全員で役割読みを行い，本時のまとめとし，

学習場面を音読する。 次時への期待感を高めたい。

５ 次時の学習内容を知る。

くじらぐもにのってこどもたちは
これからどこへいくのだろう。






